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こ
れ
は
仏
教
史
上
画
期
的
な
こ
と
で
あ
る
。
本
年
５
月

に
発
刊
し
た
『
仏
教
哲
学
百
科
事
典
』
は
、
ロ
シ
ア
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
哲
学
研
究
所
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
哲
学
思

想
と
し
て
の
仏
教
に
関
す
る
項
目
を
網
羅
し
た
ロ
シ
ア
初

の
本
格
的
な
百
科
事
典
で
あ
る
。

　

本
事
典
の
日
本
仏
教
関
連
項
目
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア

側
の
要
請
に
よ
り
、
東
洋
哲
学
研
究
所
の
研
究
員
が
、「
日

蓮
」「
立
正
安
国
論
」「
創
価
学
会
」「
牧
口
常
三
郎
」「
戸

田
城
聖
」「
池
田
大
作
」
な
ど
16
項
目
の
執
筆
を
担
当
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
国
外
の
研
究
者
の
執
筆
協

力
を
得
て
事
典
を
出
版
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る

と
、
グ
セ
イ
ノ
フ
哲
学
研
究
所
所
長
は
語
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
の
事
典
類
で
「
牧
口
常
三
郎
」「
戸
田
城
聖
」

二
代
会
長
の
項
目
が
掲
載
さ
れ
た
の
も
初
め
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
百
科
事
典
で
は
、「
日
蓮
」
に
関
す
る
記
述
は
、

従
来
の
ロ
シ
ア
の
研
究
者
に
よ
る
解
釈
と
抜
本
的
に
異
な

る
。
こ
れ
ま
で
は
日
蓮
と
い
え
ば
、
非
寛
容
で
攻
撃
的
な

カ
リ
ス
マ
僧
と
い
う
評
価
が
ロ
シ
ア
の
研
究
者
の
間
で
一

般
的
で
あ
り
、
学
術
書
に
も
日
蓮
が
他
宗
僧
の
抹
殺
を
呼

び
か
け
て
い
た
と
ま
で
書
か
れ
て
い
た
。

　

ロ
シ
ア
は
、
宗
教
に
否
定
的
で
あ
っ
た
ソ
連
時
代
を
経

て
独
特
の
思
想
変
遷
を
経
験
し
て
き
て
い
る
。
私
が
90
年

代
後
半
か
ら
21
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ロ
シ
ア
で
学
位
論
文

を
執
筆
し
て
い
た
時
、
中
間
審
査
で
仏
教
思
想
に
立
脚
し

た
人
間
主
義
に
つ
い
て
書
い
た
部
分
が
議
論
を
呼
ん
だ
。

何
が
議
論
の
的
と
な
っ
た
の
か
？　

社
会
主
義
的
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
ソ
連
社
会
を
生
き
て
き
た
人
々
に

と
っ
て
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
無
神
論
的
な
も
の
で
あ

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
宗
教
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
結
び
つ

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
そ
の
議
論
は
「
キ
リ
ス

ト
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
も
あ
る
な
ら
、

「
仏
教
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
も
あ
り
得
る
と
い
う
結
論

に
達
し
た
。

　

宗
教
や
思
想
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
、
社
会
の
土
台
で

あ
り
、
異
な
る
文
化
圏
の
相
互
理
解
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
異
文
化
間
の
地
道
な
共
同
作
業
で

意
外
な
発
見
や
新
た
な
理
解
の
絆
が
生
ま
れ
た
時
の
喜
び

は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

（
え
ぐ
ち　

み
つ
る
／
東
洋
哲
学
研
究
所
委
嘱
研
究
員
）
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